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産
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地
管
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之

イ〈

幅削.

現
在
の
我
固
に
於
け
る
産
業
組
合
組
織
に
よ
る
耕
地
管
理
、
邸
ち
そ
の
土
地
利
用
事
業
に
は
、
大
関
に
於
て
匝
別
さ
る
べ
き
三
石

の
型
が
認
め
ら
れ
る
。
邸
ち
第
一
は
『
小
作
地
の
管
理
却
』
に
し
て
、
産
業
組
合
は
組
合
員
た
る
地
主
よ
り
共
の
所
有
す
る
耕
地
を
管

避
す
る
委
託
を
う
け
、
組
合
は
夏
に
そ
の
管
理
す
る
耕
地
を
組
合
員
た
る
小
作
者
に
耕
作
利
用
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
程
の

小
作
地
の
管
川
崎
は
、
産
業
組
合
組
織
に
よ
る
土
地
利
用
事
業
と
し
て
行
ば
れ
て
ゐ
る
外
に
、
部
落
単
位
の
巾
合
組
合
組
織
た
る
「
耕

地
管
理
組
合
」
に
よ
っ
て
も
行
は
れ
て
ゐ
る
。
第
三
は
『
部
落
共
有
地
の
管
叫
型
』
に
し
て
、
従
来
、
部
落
の
共
布
又
は
総
有
で
あ
っ

た
農
地
の
所
有
詑
に
そ
の
管
理
を
組
合
に
移
し
、
更
に
組
合
よ
り
組
合
員
た
る
部
落
民
に
之
を
耕
作
利
用
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
は
『
農
地
の
一
時
的
所
有
型
』
に
し
て
、
組
合
員
た
る
地
主
叉
は
自
作
農
の
窮
乏
、
若
く
は
そ
れ
に
基
く
負
債
整
理
に
際
し
、
勺
宅

の
所
有
地
を
一
時
産
業
組
合
に
購
入
し
て
、
村
外
へ
の
流
出
を
防
止
し
、

と
れ
を
元
の
小
作
者
又
は
向
作
者
に
耕
作
利
用
せ
し
め
、

そ
の
経
済
更
生
を
闘
っ
て
徐
々
に
彼
等
を
自
作
農
た
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
L
A

で
は
土
地
利
用
組
合
の
第
一
の
一
型
た
る

『
小
作
地
の
管
理
型
』
を
と
り
あ
げ
、
然
か
も
産
業
組
合
組
織
に
よ
る
も
の
に
限
っ
て
、
之
を
研
究
の
針
象
と
す
る
。

こ
の
土
地
利
用
組
合
の
第
一
型
た
る
「
小
作
地
の
管
却
一
型
」
に
る
り
で
は
、
近
代
土
地
所
有
様
の
分
解
作
用
に
印
し
て
、
所
有
権
の

との貼については拙稿、耕地管理組合に就いてー兵庫!膝下の耕地管理組合を中
心止してー(艇済論叢、第四十四巻第五披)参照 2) この第三の型の
土地利用組合にりいては、折稿、土地利用組合の一つの?型(車E涛論叢、第四十
七巻第四抗)参照



機
能
の
一
た
る
管
明
確
能
を
士
地
所
有
者
の
手
よ
り
組
合
に
移
し
、
組
合
は
と
の
管
刈
一
様
能
に
基
い
て
耕
地
の
利
用
者
並
に
利
用
方

法
、
利
用
者
よ
り
納
付
す
べ
き
小
作
料
等
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
種
の
土
地
利
用
組
合
を
設
立
す
れ
ば
、
排
地
を

所
有
す
る
組
合
員
は
組
合
広
域
内
に
あ
る
共
の
所
有
地
は
之
を
綿
て
組
合
に
提
供
し
て
共
の
管
四
を
委
託
す
る
こ
と
k

友
り
、
更
に

組
合
は
共
の
管
理
す
る
耕
地
を
組
合
員
に
小
作
せ
し
め
る
と
と
k

な
る
。

さ
れ
ば
此
の
種
の
土
地
利
用
組
合
に
於
て
は
、
従
来
の
地

主
針
小
作
人
の
直
接
的
危
る
十
一
地
賃
貸
闘
係
の
問
日
仏
、
組
合
が
耕
地
の
管
現
者
と
し
て
介
入
す
る
。
而
し
で
こ
の
揚
合
、
組
合
は
超

階
級
的
な
る
第
三
者
の
立
場
に
た
っ
て
、
地
主
・
小
作
柄
者
に
到
し
て
、
或
る
割
に
於
て
は
共
の
利
径
を
岡
り
、
或
る
貼
に
於
て
は

ト
北
ハ
の
放
恋
を
警
め
て
、
雨
者
聞
の
利
害
の
調
和
を
闘
る
も
の
で
ち
る
か
ら
、
小
作
僚
件
の
合
川
化
、
就
中
、
小
作
料
の
公
民
化
、
小

作
料
減
免
資
定
の
簡
易
化
、
耕
作
斉
の
一
地
位
内
安
定
、
小
作
料
支
梯
方
法
の
統
一
化
等
を
闘
る
と
と
に
よ
っ
て
、
耕
地
に
閥
ず
る
地

川
い
乍
守

H
4
L
〉
刊
E
一

γと
己
三
一
ピ
日
し
‘

{
1
ニ
ザ
荒
川

I
F
E
U
;
イ
L

ミ

以
-
一
一
川
将
阿
川
リ
況
山
内
同
和
古
川
川
j

、
併
せ
て
組
r

汁
川
一
円
一
生
活
円
安
定
L
」
柄
刈
の
榊
進

と
に
努
め
る
も
の
で
あ
る
。

十
地
で
は
、

こ
の
第
一
型
に
属
す
る
主
な
る
土
地
利
用
組
合
十
じ
を
選
ぴ
、

こ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
L
す
る
J

光
づ
此
等
の
組
合

名
、
所
在
地
、
組
合
設
立
年
月
、
土
地
利
用
事
業
開
始
年
月
、
組
合
の
管
理
地
面
積
、

土
地
利
用
事
業
開
始
の
動
機
等
を
簡
単
に
第

一
表
と
し
て
示
す
こ
と
L
ず
る
。

左
に
掲
げ
る
第
一
一
却
に
局
す
る
十
七
の
土
地
利
用
組
合
に
於
て
耕
地
管
辺
事
業
が
賓
施
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
大
正
三
年
の

余
土
村
産
業
組
合
を
以
て
晴
矢
E

と
す
る
が
、
繭
徐
の
組
合
に
於
て
は
小
作
争
議
が
全
国
的
に
擦
大
す
る
に
至
っ
た
大
疋
末
年
以
後
に

於
で
賓
施
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
種
の
持
地
管
四
事
業
は
、
小
作
争
議
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
、
若
〈
ば
銃
に
激
化

産
業
組
合
の
耕
地
管
理

iL 
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÷
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し
た
る
小
作
宰
議
を
闘
涌
に
解
決
す
る
こ
と
を
直
接
の
目
的
と
し
て
、
寅
施
せ
ら
れ
た
も
の
と
見
る
と
と
が
出
来
る
。
此
等
の
組
合

が
管
理
す
る
耕
地
問
積
は
‘
組
合
に
よ
っ
て
差
異
を
示
す
が
、
百
町
歩
以
上
の
耕
地
を
管
却
す
る
組
合
は
、
人
舞
、
中
津
、

日
菌
、

園
府
、
柏
原
、
余
土
の
六
組
合
で
あ
り
、
五
十
町
乃
至
出
町
歩
の
耕
地
を
管
理
す
る
組
合
は
、
小
川
判
、
野
外
、
今
出
、
深
江
の
四
組

合
で
あ
り
、
五
十
町
歩
以
下
の
耕
地
を
管
理
す
る
組
合
は
、
五
戸
、
熊
坂
、
山
崎
、

尾
崎
、

三
方
、
西
郷
、
波
多
江
の
七
組
合
で

b

る。

産
業
組
合
の
耕
地
管
理

九
豆王



産
業
組
合
の
耕
地
管
理

;fu 
ノ、

ー
ー

-
、
土
地
管
理
委
員
禽

乙
の
種
の
土
地
利
用
組
合
は
第
三
者
の
超
階
級
的
立
揚
か
ら
、
地
主
小
作
聞
の
問
題
を
公
平
に
底
辺
ず

士
地
管
現
委
員
舎
を
組
織
す
る
を
通
例

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
た
め
に
一
般
産
業
組
合
の
役
員
た
る
現
事
及
び
監
事
の
外
に
、

と
す
る
。
と
の
委
員
舎
は
組
合
員
た
る
地
主
・
小
作
農
及
び
自
作
農
か
ら
夫
々
同
数
づ
弘
士
一
名
乃
至
十
四
名
)
互
選
せ
ら
れ
た
委
員
を

以
亡
組
織
ナ
る
。

ζ

の
耕
地
管
現
事
誕
に
つ
い
て
は
、
向
作
農
は
何
一
按
閥
係
を
持
た
在
い
が
、
そ
れ
に
も
物
ら
や
¥
自
作
農
を
も
委

員
禽
に
参
加
せ
し
め
る
所
以
は
、
自
作
農
委
員
は
地
主
の
利
袋
に
も
、
ま
穴
小
作
の
利
毎
日
れ
も
偏
せ
中
、
第
三
者
と
し
て
比
較
的
公

正
な
る
庭
置
を
と
り
得
る
か
ら
で
る
る
。
と
の
委
員
の
選
出
方
法
は
閲
係
者
の
互
選
に
よ
る
も
の
が
多
い
が
、
組
合
に
よ
っ
て
は
組

合
長
が
喝
託
す
る
も
の
も
あ
る
。
委
員
の
任
期
は
一
般
に
二
ヶ
年
乃
至
三
ヶ
年
で
、
再
選
を
妨
げ
な
い
こ
と
与
し
て
ゐ
る
。
土
地
利

用
組
合
に
は
一
個
の
土
地
管
理
委
員
曾
を
設
置
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
併
し
組
合
医
域
が
比
較
的
廃
〈
、
小
作
闘
係
や
水
利
闘

係
等
を
多
少
異
に
す
る
数
部
落
を
含
む
揚
合
に
は
、
各
部
落
に
支
部
を
置
き
、
各
支
部
毎
に
土
地
管
理
委
員
舎
を
設
置
す
る
も
の
も

あ
る
。

乙
の
土
地
管
理
委
員
舎
の
主
た
る
任
務
は
、
間
利
用
料
の
査
定
、
印
利
用
料
の
収
納
に
闘
す
る
事
項
、
間
内
作
の
揚
合
に
於

け
る
立
毛
審
交
誼
に
減
免
寧
の
協
定
、
同
利
用
上
の
注
意
及
び
指
導
、
同
区
域
内
に
於
け
る
争
議
の
仲
裁
、
川
川
備
凶
積
立
米
の
底
分

等
に
閲
し
て
ピ
あ
る
。

二
、
土
地
利
用
料
(
小
作
料
)
の
査
定

土
地
管
理
委
員
舎
の
事
栄
と
し
て
最
も
難
闘
な
る
も
の
は
土
地
利
用
料
た
る
小
作
料
の
査

定
で
あ
る
。
蓋
し
こ
の
種
の
土
地
利
用
組
合
は
小
作
料
の
分
配
過
程
を
合
理
化
せ
し
め
る
組
織
で
あ
る
か
ら
・
先
づ
醤
来
の
匝
々
た

る
小
作
料
を
改
定
し
て
、

公
正
な
る
統
一
の
と
れ
た
新
小
作
料
を
査
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
た
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
小
作
料
管
一
定



の
目
標
は
、
山
先
づ
所
消
生
産
費
を
恭
準
と
す
る
公
正
な
る
小
作
料
の
算
出
方
法
に
よ
っ
て
新
基
準
と
な
る
平
均
小
作
料
を
確
定
し

て
、
背
来
の
小
作
料
そ
の
も
の
、
水
準
の
低
下
を
刷
り
、
間
同
尖
に
護
来
の
小
作
料
は
利
'
川
口
悩
域
内
に
於
て
も
甚
だ
し
く
不
均
等
で
匝

々
で
あ
る
か
ら
、

そ
こ
で
各
耕
地
の
耕
作
上
の
使
否
十
五
勤
、
地
質
十
祉
問
、
乾
泌
五
割
等
々
の
採
馳
椋
準
に
よ
っ
て
、
会
耕
地
を
幾

段
か
の
等
級
に
国
分
し
、

そ
れ
件
、
、
の
等
級
の
一
耕
地
に
針
し
で
は
共
の
小
作
料
に
一
定
の
格
差
を
付
し
、
か
く
し
て
決
定
せ
ら
れ
た

各
等
級
耕
地
の
小
作
料
の
練
和
を
し
て
、
印
の
皮
営
り
平
均
新
茶
準
小
作
料
に
耕
地
綿
反
別
を
乗
じ
た
る
積
に
均
し
か
ら
し
め
、
か

く
し
て
小
作
人
は
何
れ
の
耕
地
を
小
作
ず
る
も
利
不
利
の
た
い
や
う
、
組
合
広
域
内
の
小
作
料
統
一
化
を
刷
る
。
併
し
組
合
に
よ
っ

て
は
凶
の
各
筆
沖
地
の
等
級
化
の
方
法
の
み
に
よ
っ
て
、
小
作
料
そ
の
も
の

L
水
準
低
下
と
同
時
陀
小
作
料
の
統
一
化
を
悶
る
組
合

も
あ
る
。

先
づ
川
及
び
同
の
附
方
法
に
よ
っ
て
利
用
料
の
安
定
を
行
ふ
た
組
合
の
事
例
を
左
に
示
す
で
あ
ら
う
。

∞
日
高
組
合
で
は
先
づ
稲
作
一
反
歩
泊
り
地
主
及
び
小
作
の
支
出
歩
合
(
日
高
町
鹿
舎
大
区
十
一
一
年
調
査
)
を
算
出
し
、
地
主
白
支
出
額
四
十
一
岡

十
二
銭
(
土
地
資
本
利
子
三
十
凶
、
会
課
九
阿
九
十
七
銭
、
其
他
一
闘
十
五
銭
の
合
計
)
司
ぞ
の
歩
合
問
三
%
、
小
作
の
支
出
額
五
十
五
闘
二
十
八
銭

(
捗
賃
凹
十
一
同
三
嶋
崎
、
諸
材
料
費
十
二
同
九
十
一
袋
、
農
民
費
一
周
三
十
四
鐸
の
合
計
)
そ
の
歩
合
五
七
%
を
見
出
ナ
。
宮
た
統
計
調
査
に
よ
れ
ば
平

年
の
反
営
り
政
量
は
平
均
二
有
三
斗
を
一
市
ナ
も
、
作
人
の
努
力
に
よ
り
二
斗
を
帯
収
す
る
は
お
易
な
る
を
以
て
二
石
五
斗
を
探
準
と
し
、
之
に
地
主

の
支
出
歩
合
同
=
一
%
を
飛
ピ
て
得
た
る
一
石
七
汗
五
合
を
以
て
現
論
上
の
小
作
料
(
甲
)
と
ナ
。
次
に
既
往
十
ヶ
年
の
平
均
賃
牧
小
作
料
は
契
約
小
作

料
た
る
一
石
凶
斗
三
升
の
一
割
三
匁
減
と
な
っ
て
ゐ
る

h
f
b
、
資
牧
醤
小
作
料
は
一
石
二
斗
凹
升
凶
合
(
乙
)
で
あ
る
。
三
の
(
甲
)
及
び
(
乙
)
小
作
料

の
平
均
た
る
一
石
一
斗
五
升
九
合
を
新
基
準
小
作
料
と
ナ
。
一
》
〈
反
常
り
新
恭
準
小
作
料
が
定
ま
れ
ば
、

4
T
耕
地
に
つ
き
、
耕
作
白
使
否
一
五
勲
、

地
質
一

O
動
、
乾
燥
五
貼
の
採
鈷
標
準
に
よ
り
、
之
宮
甲
乙
丙
の
竺
段
に
分
ち
、
更
に
之
を
上
中
下
に
匿
分
L
、
夫
々
の
等
殺
の
耕
地
に
謝
し
、
そ

産
業
組
合
の
耕
地
管
理

-Jt， 
七
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業
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合
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の
小
作
料
に
一
定
の
格
差
を
付
し
、
か
く
し
で
決
定
さ
れ
る
各
等
級
耕
地
の
小
作
料
の
総
和
を
し
て
、
新
基
単
小
作
料
に
耕
地
綿
反
別
を
乗
じ
た
る

積
に
均
し
か
ら
し
め
る
方
法
に
よ
っ
て
、
小
作
料
を
続
一
化
す
。

、
、
、
、

向
阿
国
府
組
合
で
は
稲
作
一
反
歩
常
ロ
地
主
改
び
小
作
D
支
出
歩
合
を
算
出
し
、
地
主
の
支
出
叡
川
十
八
開
九
十
五
銭
(
土
地
資
本
刺
子
、
公
祖
、

土
地
改
良
費
)

そ
の
渉
合
間
瓦
f
p
、
小
作
の
支
出
額
五
十
八
刷
九
十
銭
(
種
子
、
陸
具
、
材
料
、
肥
料
、
努
力
及
び
膏
カ
白
諸
費
)
そ
の
歩
合
五
五
%

を
得
る
。
而
し
て
反
常
り
牧
設
ニ
石
凶
斗
に
地
主
の
支
出
歩
合
間
五
f
p
E
乗
ピ
て
理
論
上
の
小
作
料
一
石
へ
升
(

a

)

を
得
。
次
に
既
往
七
ヶ
年
の
貨

牧
小
作
料
の
う
ち
故
防
、

日
取
低
の
ニ
ヶ
年
を
除
き
た
る
平
均
賃
収
小
作
料
(
b
)
た
る
一
石
一
斗
九
升
(
平
均
一
割
六
分
五
一
服
減
)
を
算
出
し
、

(

a

)

 

(
b
」
一
附
小
作
料
め
平
均
一
れ
一
司
一
一
一
割
出
合
を
新
恭
幣
小
作
料
と
ず
。
一
史
に
各
耕
却
を
一
利
々
の
耕
作
叫
制
作
(
地
昧
、

保
排
水
内
h
H
Y山口、

t
F
F
卜
川
J

主

主

f

c

F

否
、
耕
地
の
瞭
狭
)
に
悲
き
十
六
等
教
に
等
廷
を
定
品
、
日
高
組
合
左
同
様
の
方
法
で
小
作
料
の
統
一
化
を
間
る
。

倫
小
鴨
組
合
に
於
て
は
稲
作
一
反
首
り
地
主
及
び
小
作
の
支
出
歩
合
を
算
問
し
、
地
主
の
支
出
額
四
十
二
肘
七
十
八
銭
(
費
本
利
子
、
諸
公
認
、

利
用
組
合
費
、
土
地
修
繕
費
)
そ
の
歩
合
凶
凹
%
、
小
作
の
支
出
額
五
十
凶
闘
十
二
銭
(
苗
代
費
、
本
間
費
、
収
穫
訓
製
費
、
同
定
資
本
釦
却
費
、
詰

稔
)
そ
の
歩
合
五
六
%
を
得
、
民
営
り
牧
量
に
地
主
白
文
出
歩
合
を
莱
ピ
て
某
準
小
作
料
を
算
出
す
。
更
に
各
耕
地
に
つ
き
地
質
三
五
駅
、
土
地
乾

線
二

O
齢
、
交
語
使
否
二

O
貼
、
水
利
良
否
一
五
貼
、
耕
作
難
易
一

O
駄
の
探
知
方
法
に
よ
っ
て
十
二
等
級
を
定
め
、
小
作
料
の
統
一
化
を
困
る
。

、
‘
、
、

仙
川
西
部
組
合
に
於
て
は
日
高
組
合
の
例
に
倣
ひ
、
稲
作
一
反
歩
常
目
の
地
主
支
出
歩
合
四
五
dep
、
小
作
者
の
支
出
歩
合
五
五
が
を
算
出
し
て
、
基

準
小
作
料
配
定
め
、
次
に
各
耕
地
白
耕
作
僚
件
、
郎
ち
地
質
凶

O
殿
、
土
地
乾
操
一
一
九
駐
、
交
通
使
否
一
五
殿
、
水
利
一

O
話
、
耕
作
難
易
一

O
勤

災
害
有
無
五
駐
、
日
照
良
否
五
結
、
計
百
紺
の
採
動
方
法
に
よ
り
之
を
十
二
等
級
に
分
ワ
て
、
小
作
料
を
統
一
化
す
。

向
野
外
組
合
で
は
稲
作
一
反
歩
常
り
地
主
及
び
小
作
円
支
出
歩
合
を
算
出
し
、
地
主
の
支
出
獄
四
十
三
阿
九
十
銭
(
土
地
資
本
利
子
、
公
謀
、
倉

庫
管
理
費
そ
の
他
)
そ
の
歩
合
凶
七
九
、
小
作
白
支
出
徹
凶
十
九
闘
五
寸
銭
(
穂
子
代
、
肥
料
代
、
医
合
費
、
農
具
費
、
公
課
)

そ
の
歩
合
五
三
%
を

得
た
。
而
し
て
過
去
の
反
常
り
平
均
肱
量
二
石
一
一
↑
司
を
二
石
山
斗
に
帯
牧
す
る
は
'
件
易
な
る
を
以
て
、
こ
の
ニ
石
凶
斗
に
地
主
の
支
出
歩
合
五
一
一
一
%

を
釆
じ
て
待
た
る
一
石
一
斗
ニ
升
八
合
を
以
て
理
論
上
白
小
作
料
(

a

)

と
す
。
次
に
既
往
五
ヶ
年
山
一
平
均
械
克
歩
合
は
一
割
一
一
分
六
鹿
に
し
て
、
そ



丹
時
且
牧
平
均
小
作
料
は
一
石
一
斗
へ
升
(
h
)
な
る
を
以
て
、
こ
の
(

2

)

(

b

)

雨
小
作
料
の
平
均
た
る
一
石
一
斗
五
升
凶
合
を
以
て
改
定
茶
準
小
作
料

と
す
。
更
に
各
耕
地
に
つ
き
耕
作
の
使
否
一
五
姑
、
地
質
一

C
動
、
乾
爆
五
黙
の
探
勤
保
準
に
よ
り
、

三
十
一
等
級
に
分
ち
、
小
作
料
の
統
一
化
を

困
る
。

次
に
阿
川
の
各
筆
耕
地
の
等
級
化
の
方
法
の
み
に
よ
っ
て
、
小
作
料
そ
の
も
の
、
水
準
低
下
と
同
時
に
小
作
料
の
統
一
化
を
困
る
組

合
の
事
例
を
左
に
掲
げ
よ
う
。

山
人
舞
組
合
で
は
土
地
利
用
委
員
が
諸
極
的
耕
作
篠
件
に
基
い
て
、
市
町
及
び
畑
地
を
夫
々
一
等
地
よ
り
五
毎
地
空
で
の
等
級
に
分
ち
、
小
作
料

を
統
一
ナ
Q

一
等
川
の
反
常
り
小
作
料
は
玄
米
三
斗
六
汁
、
以
下
順
次
三
斗
一
一
一
升
、

二
斗
七
升

二
斗
問
升
と
す
。

一
年
州
の
反
常
り
小
作

料
は
大
豆
六
五
斤
と
し
、

、
、
、
、

前
一
且
ヨ
呪
為
自
己
主
主
棋
り
I

A

P
川
M

リ
ト
乍
斗
'
に
主
一
一

1
正川「
ν
三
一
千
ご

H
F川
、
。

日

:
1
i
t
-
-
よ
じ

f
T
f
f
1
3
-
J
J

ヲ

ー

;
J
i
E一-

、
、
引
、
司
、

川
リ

I
r
l
r
T
i
k
I
j
、
ド

1
t
A
L
E
M〉

E

:
ド
汁
「

E
l
i
-
-
-
t
;

バ
い
刊
日
調
ノ
r
v
k
i
-
-ノ
H
グ

Y4s中
い
心
掛
市
U

副
百
川
引

V
一到

r
こ

j

，‘

n

以
下
順
次
六

C
斤、

一t
O斤、

川

O
斤、

一
。
斤
と
す
。明

白
ご

p
f
t
E
k
h
コ
ト
下
司
A

j

d

旬
、
J

と
す
。

州
川

1

小川

d
t
u
g
s
g
r
v
y
'
r虫
f

y

T

似
し
巾
津
組
合
の
皆

理
水
凶
の
大
部
分
は
耕
地
整
理
地
な
る
を
以
て
、
こ
の
工
掛
完

f
の
際
、
小
作
料
査
定
委
員
を
組
検
し
て
、
耕
土
の
深
筏
、
渡
淑
の
使
否
、
佼
置
。

良
否
等
を
多
酌
し
て
、
耕
地
を
五
等
級
に
分
ち
、
小
作
料
を
統
一
化
し
た
。
卸
ち
一
等
間
一
石
四
斗
、
以
下
順
次
一
石
一
一
一
斗
、

一
石
二
斗
、

石

斗

一
石
と
す
る
。

、
、
、
、

小
判
熊
坂
組
合
で
は
明
治
三
十
一
年
凶
月
の
阿
部
落
の
改
正
小
作
料
を
某
惟
?
と
し
て
小
作
料
を
定
む
。
山
川
吋
の
改
正
で
は
小
作
用
を
三
十
等
級
に
分

す〉
、

一
隼
聞
の
反
常
り
小
作
料
は
一
石
六
斗
、
三
十
等
間
の
夫
を
三
斗
八
升
と
ナ
。

均
山
崎
組
合
で
は
部
落
に
よ
り
従
来
の
小
作
科
よ
り
一
割
二
分
五
厩
を
全
部
に
五
り
減
額
し
た
る
も
の
と
、
耕
地
一
一
世
毎
に
小
作
料
配
査
定
し
七

分
五
厘
乃
至
一
一
割
六
分
の
滅
翻
を
行
ひ
た
る
も
り
と
あ
る
。
後
者
の
場
合
に
直
地
質
一
一
一
一
貼
、
土
地
の
乾
漏
一

C
勲
、
耕
作
の
使
杏
七
動
の
探
知
方

法
(6) に

尾、よ
。守、り
組、三
合、十
で等
は級
蓄に
長1主 7J.... 
r7;J -~ 
4、。
イ乍

料
P亡

よ

改
訂
せ
ず。

産
業
組
合
の
耕
地
管
理

;/u 

九



産
業
組
合
の
耕
地
管
理

C 
C 

、
、
.
、
、

m
川
=
一
方
組
合
で
は
耕
作
的
使
否
、
漉
排
水
の
良
否
、
耕
土
の
深
浅
、
日
光
の
良
否
を
標
準
と
し
て
、
費
地
に
つ
き
一
眠
不
毎
に
査
定
し
て
小
作
料
の

統
一
化
を
闘
る
。

的
柏
原
組
合
で
は
各
耕
地
に
つ
き
地
質
一
ニ

O
知
、
水
利
の
良
否
三

O
給
、
耕
作
の
使
否
ニ

O
獄
、
土
地
乾
縦
一
五
舶
、
日
常
日
の
良
否
一
五
駐
の

探
貼
方
法
に
よ
り
、
耕
地
を
六

I
等
級
に
介
、
、

一
等
悶
の
小
作
料
を
ば
常
り
一
石
七
斗
二
升
、
六
十
日
ヰ
聞
を
五
斗
問
升
と
し
、
各
位
干
の
長
を
二
升

と
定
む
。

品
川
余
上
村
組
合
で
ぽ
三
大
字
た
る
保
免
、
市
川
什
及
び
余
戸
に
よ
り
、
そ
の
小
作
料
査
定
方
訟
を
多
少
川
氏
に
す
る
が
、
先
づ
余
声
で
は
各
耕
地
に
つ

き
、
由
貿
一
司
」
枯
、

1

1

1

 

許
可
虹
仔

l
H
A
l
f
 

-
品
、
川
九
州
晴
へ
袖
内
保
鮎
右
法
に
よ
り
、
排
他
が
二
一
ト
ニ
手
紙
に
八
η
ち、

;
1
》
、
ド
河
T
i
f
-
-
1
L

一
一
三
「

，v
H
σ
;つ
N
J
世
主

~

f

y

d

1

F

J

し
、
=
一
十
二
日
守
岡
を
九
斗
主
し
、
各
位
干
の
差
を
三
升
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
で
、
指
査
小
作
料
を
決
定
す
。
而
し
て
本
村
に
は
外
に
整
理
定
米
(
耕
地

整
理
完
了
の
と
き
換
地
交
付
精
算
上
公
定
し
た
る
定
米
)

と
現
在
定
米
(
常
時
地
主
小
作
者
聞
に
契
約
安
施
の
も
の
)
と
が
る
つ
売
か
ら
、
こ
の
+
一
一
者

を
劃
照

L
、
そ
の
内
最
高
偵
の
も
の
を
除
毒
仙
の
二
者
を
平
均
し
た
る
も
の
を
以
て
確
定
々
米
と

L
、
従
来
の
も
の
に
比
し
甚
し
き
差
異
を
生
じ
た

る
際
に
は
委
員
抽
出
合
同
で
過
常
に
虚
捜
す
。
大
字
市
坪
及
び
保
克
で
も
整
理
定
米
、
現
京
一

ι米
、
査
定
々
米
を
各
来
日
に
耐
査
し
、
保
克
と
大
同
小
異

の
方
法
で
報
定
小
作
料
を
決
定
す
。

ー
、
、
、
、

m
A
Y
出
組
合
で
は
耕
地
一
筆
特
に
地
質
、
乾
燥
、
耕
作
使
否
等
よ
り
権
査
定
米
を
決
定
し
、
之
を
現
在
定
米
と
釘
照
し
、

一
升
以
下
の
差
を
生
じ

た
る
と
き
は
現
在
定
米
に
据
置
き
、

一
斗
以
下
の
差
を
生
じ
た
る
と
き
は
之
を
二
分
し
て
暫
減
し
、

一
斗
以
上
の
若
を
生
じ
た
る
と
き
は
訓
査
員
合

議
で
適
営
に
慮
現
す
。

川
波
多
江
組
合
で
は
各
耕
地
に
つ
き
、
牧
最
の
多
寡
二
五
動
、
地
租
そ
の
他
白
公
認
二
五
慰
、
従
来
の
小
作
料
ニ

C
貼
、
土
地
の
胞
搭
一
一
立
知
、

耕
地
の
使
否
一
五
黙
の
探
貼
方
法
に
よ
り
、
・
小
作
料
を
改
訂
す
。

間
深
江
組
合
で
は
各
筆
耕
地
に
つ
き
地
質
、
水
利
、
交
通
、
作
柄
を
調
査
し
、
之
に
基
い
て
小
作
料
の
統
一
を
行
ふ
G

か
L
A

る
小
作
料
の
杏
一
定
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
た
改
訂
小
作
料
、

そ
の
棉
額
、
改
訂
小
作
料
と
藷
小
作
料
と
の
比
較
等
を
示
せ
ば

左
の
如
く
で
あ
る
。
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第

表

第
一
型
土
地
利
用
組
合
の
利
用
料
(
小
作
料
)

反古'i"U IJ、作料 J 小作料TI¥!@，飢 醤小作料との比較

a1 (J<:" *> I :，tIIi (J<:"*l王子fJ-J仁三7a1 ~ 

人舞組合藷Eiii諜雪崩日心情引開FーにlT??
五戸組合え豆 2斗1 l14豆 8ll.:.t8!聖l羽生t岡大豆ヨ郁子ト!

1. .._ ，_"U 一日従来グコ

中津組合|右目 i;持泊iml巾 501wdMvm附料によMT柄引
l下出 0・町下畑 8.401 :.~ふ時

一等国1.601 山吋 叩h"育:11年の改正で!
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熊坂組合i十五等国1.121 1， 山 .'，::，. • dt 42 jR !dml:1¥T¥ "1"Jt!l1 
三十等田 o:3si I(型i士rron'll 主A負櫓で小作料cJl

守山\-a::~i~-U :5分を備凶積立とす|
正面 1，350.00 1 従来。小作料に比!
0.80[ し1割6分減 l 

lA !丸山i.ο 酬分5庖減 ! 
1.601 
1.2s，1 :10i.I);) I ilí耳目3 7.J"~，時
0.91l[ 

12!LGR27DJ!な L
1.1lO! 努'"士， I 
1. 41l， 
1201 l 仙川 )1害判例庖減

::;l;| 
uω1，120.00 i ，1害IJ2分雪歴減
1.~ 日

1叫[;
1.02¥ 日目的;~:!.i ~8分減 i 
0.7盟

l. :~O\ 2;;，'-'" ~.O :改E小作料は賃収l
量り出%に首る J 

1.70'1 ;;1 1 7川泊:，;，)叩割4分の低下 ! 

1.iOi i 1. 7\r:~.日 i~首理:11\岳-~き !o して1

1:制 1(TTET)1 12???EFヰ刊

誌 I(智子)l lii鵬首脳l
'isA.8 :幾分低下す l 

1 l1割減 ! 8f>:3.00 
b 

0.90 

1.40 
1.00 
0.801 

組合名

上回
日高組合|中間

|下回

l 上回
陪i府組制中田

一F同

1:.同
山崎組合1中間

下回

1:問
尾崎組合|中間

下問

1:旧
三方組合1中間

寸ミ同

J，.用
柏原組合l中 LH

l下回

IJ:.111 
小鴨組合IIj'fJl
l下川

西郷組合lrl"問
u..同

野外ト組合l中IU
l下問

11::岡
崎士組合l巾悶

下回

上 I司
今回組合!中田
r"nt1 

i波多江Jrj，田
組合1
1上岡

!深江組制'1'問
(下回

産
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組
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産
業
組
合
の
耕
地
管
現

O 

斯
く
こ
の
種
の
土
地
利
用
紹
介
に
於
て
は
、
山
小
作
料
そ
の
も
の
ミ
水
準
低
下
去
、
間
小
作
料
の
統
一
化
と
が
闘
ら
れ
て
ゐ
る
。

而
し
て
こ
の
小
作
料
の
改
定
に
際
し
て
は
、
今
出
組
合
の
如
く
開
墾
年
代
の
比
較
的
新
し
き
新
旧
を
含
む
と
こ
ろ
で
は
、
部
分
的
に

改
定
小
作
料
は
従
来
の
も
の
よ
り
も
幾
分
引
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
組
合
で
は
一
般
に
小
作
料
は
低
下
せ
ら
れ
、

そ
(/) 

低
下
卒
は
百
分
乃
至
二
割
の
間
忙
あ
る
。
而
し
て
小
作
料
の
改
定
に
際
し
て
は
、
山
及
び
聞
の
方
法
を
併
用
し
で
、
小
作
料
の
低
下

と
そ
の
統
一
化
と
を
問
む
べ
き
と
あ
る
が
、
川
の
巣
地
と
し
て
断
出
生
旅
費
を
恭
燃
と
す
る
公
正
小
作
料
に
よ
る
ぺ
当
か
、

リ
カ
わ

F
ウ
の
差
額
地
代
の
概
念
よ
り
小
作
料
を
算
出
す
ぺ
き
か
は
、
向
ほ
研
究
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

、
利
用
料
(
小
作
料
)
の
減
莞

組
合
の
設
な
後
に
於
て
も
、
風
水
平
山
首
、
病
血
拙
申
み
れ
そ
の
他
不
可
抗
力
に
よ
っ
て
作
物
が
被
害
を

受
け
た
場
合
に
は
、

利
川
者
た
る
小
作
人
が
牧
穫
前
(
十
日
位
)
に
組
合
に
申
出
る
と
、

土
地
令
現
委
員
が
出
張
し
て
立
毛
を
検
見

TK

場
合
に
よ
っ
て
は
坪
刈
を
行
ひ
、
減
売
規
程
に
従
っ
て
相
首
額
の
減
売
を
な
す
の
が
越
例
で
る
る
。

山
人
舞
組
合
で
は
組
合
組
曾
で
選
定
さ
れ
た
五
人
の
土
地
利
用
委
員
が
検
見
の

J
減
克
額
を
決
定
す
る
。

州
州
市
津
組
合
で
は
減
免
査
定
は
中
津
村
全
般
の
方
法
に
よ
る
。
帥
ち
村
農
舎
で
自
作
農
よ
り
な
る
委
員
を
設
け
、
地
主
小
作
間
め
諒
解
を
求
め
て

決
定
す
る
。
こ
の
減
克
の
基
準
は
、
牧
穫
高
二
割
減
の
場
合
は
一
割
引
、
一
一
一
割
減
の
場
合
ば
二
割
引
、
四
割
減
の
場
合
は
凶
割
引
と
す
。

mw
熊
坂
組
合
で
は
組
合
の
協
議
員
立
舎
の
上
坪
刈
を
行
っ
て
減
克
率
を
協
定
す
る
。
但
し
協
定
な
ら
ざ
る
と
き
は
刈
分
と
し
、
地
主
六
分
に
封
し

小
作
四
分
を
得
る
。

向
日
高
組
合
で
は
減
免
の
査
定
は
利
用
者
得
米
(
一
比
常
収
量
よ
り
利
用
料
在
能
除
せ
る
時
閉
鎖
が
)
平
均
六
斗
を
下
る
見
込
山
場
合
に
限
り
之
を
行

ふ
。
こ
白
場
合
に
は
先
づ
小
作
人
に
最
小
得
米
圭
先
取
せ
し
め
、
そ
の
残
額

E
利
用
料
と
し
て
納
付
せ
し
め
る
。
こ
の
最
小
何
米
を
六
斗
と
決
定
せ

る
は
肥
料
代
三
斗
、
農
具
費
償
却
一
斗
、
問
鋤
賃
二
斗
を
標
準
と
し
て
立
案
せ
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
牧
量
調
査
は
封
角
坪
刈
法
に
よ
る
。



" 

品
川
開
府
組
合
で
も
減
免
査
定
は
円
高
組
合
白
方
法
に
よ
る
。
例
し
利
用
者
得
米
は
之
を
五
斗
と
す
。

州
尾
崎
組
合
で
は
減
免
申
出
あ
る
と
き
は
、
土
地
査
定
委
員
の
合
議
審
査
又
は
坪
刈
寝
査
の
方
法
に
よ
っ
て
賃
収
量
を
確
定
し
、
組
合
傭
付
の
減

免
表
に
照
し
機
械
的
に
減
免
矧
を
決
定
す
。
似
し
反
骨
収
設
六
斗
五
升
以
下
の
際
ほ
小
作
料
は
会
兎
と
す
。

何
一
二
方
組
合
で
は
、
減
免
一
律
査
方
法
は
立
毛
に
付
き
又
は
封
角
坪
刈
法
に
よ
り
一
軍
毎
に
究
地
時
査
の
上
こ
わ
い
を
行
ひ
、
常
設
耕
作
地
の
反
常
収

量
が
反
常
利
用
料
に
其
の
五
割
を
加
へ
た
る
額
よ
り
も
減
収
し
た
る
場
合
に
は
其
の
差
額
か
一
決
定
し
、
之
宮
組
合
よ
り
補
償
す
る
。
但
し
補
償
額
は

L

ハ
斗
五
升
を
魁
遇
す
る
を
得
な
い
。
こ
の
補
償
を
な
す
た
め
組
合
終
費
の
内
よ
り
一
定
額
の
備
凶
積
立
を
な
す
。

、
、
、
、

倒
柏
原
組
合
で
は
平
年
作
よ
り
二
割
以
上
減
牧
の
場
合
に
限
り
、
委
員
舎
で
減
免
査
定
を
行
ふ
。

向
山
小
鴨
組
合
で
は
減
牧
一
割
五
分
以
上
と
認
め
た
る
と
き
は
耕
作
者
の
申
出
に
よ
り
、
坪
刈
そ
の
他
の
方
法
で
牧
設
を
確
定
す
。
そ
の
結
果
、
平

ト
収
量
土
り
一
割
五
分
以
l
一
円
減
収
な
る
こ
'
と
が
確
定
す
れ
ば
、
そ
の
貸
牧
置
は
地
全
小
作
聞
に
夫
々
の
間
一
斉
比
班
十
(
地
主
川
内
出
、
小
作
五
六
0
3
)

に時一
I
L

で
分
配
す
コ
例
し
宛
組
内
際
は
収
礎
物
は
令
部
耕
作
者
の
得
分
と

f
q

印
西
郷
組
合
で
は
苧
年
作
よ
り
二
割
五
分
以
上
減
収
の
際
に
は
、
委
員
舎
で
減
免
額
を
協
定
す
。

山
野
外
組
合
で
は
減
収
の
際
は
利
用
者
の
申
同
に
よ
り
委
員
立
舎
の
上
で
賃
収
最
一
ど
確
定
し
、
組
合
規
程
の
減
免
表
に
照

L
減
免
額
を
決
定
す
る
。

印
ち
反
常
収
量
二
石
の
と
き
は
小
作
者
得
米
を
九
斗
と
し
、
以
下
同
様
に
了
九
有
の
と
き
は
凡
斗
五
咋
、

了
入
石
の
と
き
は
八
牛
、

一
・
七
有
の

と
き
は
七
斗
五
升
、

了
六
石
の
と
き
は
七
斗
と
し
、
反
常
牧
量
了
六
石
以
下
の
と
き
は
小
作
者
得
米
は
六
斗
五
升
、
反
常
牧
最
一
石
以
下
の
と
き

は
地
主
小
作
は
之
を
折
半
し
、
問
斗
以
下
の
と
き
は
全
部
小
作
者
の
得
米
と
す
。

四
余
土
村
組
合
で
は
平
年
作
を
反
常
二
石
六
斗
と
山
止
め
、
そ
れ
以
下
の
減
収
の
場
合
に
は
坪
刈
検
見
を
行
ひ
、
平
年
作
と
比
較
し
て
、
土
地
利
用

主
任
が
減
克
額
を
決
定
す
。

間
今
回
組
合
で
は
利
用
者
の
巾
出
の
有
無
4E
問
は
ず
委
員
に
於
て
管
理
耕
地
主
筆
符
に
毛
見
し
、

上
中
下
=
ヶ
所
位
の
耕
地
に
付
坪
刈
を
行

ひ
、
減
克
準
を
決
定
す
。
但
し
反
常
り
一
一
石
八
斗
以
上
の
牧
設
あ
る
も
の
に
謝
し
て
は
減
免
を
な
さ

f
。
減
免
に
際
し
て
は
反
常
り
八
斗
以
上
主
肥

料
代
及
び
勢
賃
と
し
て
利
用
者
に
先
取
せ
し
め
る
。

産
業
組
合
の
耕
地
管
理

C 
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一O
四

山
川
波
多
江
組
合
で
は
査
定
委
員
が
耕
地
各
筆
毎
に
立
毛
検
見
、
坪
刈
を
行
ひ
、
そ
の
年
の
牧
桜
前
を
確
定
し
、
平
年
作
と
割
照
し
て
減
免
歩
合
を

査
定
す
。

一
同
深
江
組
合
で
は
平
年
作
以
下
の
揚
合
に
は
、
査
定
委
員
に
於
で
牧
草
を
査
定
し
、
組
合
理
事
舎
で
減
覧
法
令
を
決
定
寸
。

こ
の
種
の
土
地
利
別
組
合
が
小
作
汎
の
改
定
を
た
す
も
、
之
を
著
し
く
低
下
せ
し
め
る
と
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
凶
作
に
際
し

て
は
減
免
を
た
す
と
と
が
不
可
紋
と
な
る
。

こ
の
一
揚
合
印
組
合
で
諌
め
減
免
率
去
を
作
成
し
世
き
、
安
定
委
員
の
一
検
見
又
は
坪
刈
に

よ
っ
て
牧
且
一
見
が
隊
定
寸
れ
ば
、
む
ち
に
減
免
仰
を
機
械
的
に
決
定
し
得
る
任
組
L
L

た
す
と
と
が
簡
便
で
あ
る
。
同
ま
た
小
作
料
の
改

定
に
際
し
、
所
謂
生
産
費
を
北
川
市
と
す
る
一
公
正
小
作
料
を
算
出
す
る
揚
合
に
は
、
減
売
の
際
に
も
、
収
量
は
之
を
地
主
・
小
作
聞
に

夫
K

の
出
資
歩
合
に
膝
じ
て
分
配
す
る
と
と
も
簡
便
な
る
一
方
法
で
あ
る
。
間
凶
作
減
売
に
際
し
小
作
人
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め

今
出
組
合
の
如
く
反
営
り
八
斗
位
の
最
小
得
米
を
利
問
者
に
昨
保
せ
し
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ω更
に
=
一
方
組
合
の
如
〈
備
凶

積
立
に
よ
り
‘
利
用
者
の
最
小
得
米
は
之
を
如
何
在
る
凶
作
で
も
保
障
し
、
若
し
収
量
が
こ
の
最
小
得
米
に
迂
せ
な
い
と
き
は
共
の

差
額
を
組
合
の
備
凶
積
立
に
よ
り
補
償
す
る
仕
組
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

回
、
小
作
料
収
納
の
合
理
化

利
用
料
た
る
小
作
料
は
組
合
の
手
で
組
合
員
た
る
耕
作
者
よ
り
徴
収
す
る
も
の
で
、
収
穫
調
製
が

終
っ
た
十
二
月
二
十
五
日
前
後
迄
に
組
合
の
農
業
倉
庫
に
持
参
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
小
作
者
が
数
筆
の
組
合
管
理
回
を
小
作

し
て
ゐ
る
揚
合
で
も
、
小
作
料
は
数
筆
合
計
分
を
一
括
し
て
組
合
に
納
入
す
れ
ば
よ
い
か
ら
、
従
前
の
如
〈
数
人
の
地
主
の
住
宅
ヘ

別
K

に
持
参
す
る
手
数
が
者
け
、
ま
た
之
に
よ
っ
て
小
作
人
一
人
に
ヲ
き
端
米
は
一
一
鮪
だ
け
し
か
出
来
な
い
こ
と
L

た
る
か
ら
、
ー

地
提
供
者
全
館
に
と
り
て
も
好
都
合
で
る
る
。

と
の
小
作
米
は
各
鯨
規
定
の
生
産
検
合
一
合
格
の
旭
日
池
米
を
以
て
納
入
す
る
も
の
で
、



常
通
以
上
の
優
良
米
を
納
入
し
た
る
者
に
は
一
定
の
奨
励
米
(
椅
差
米
)
を
交
付
す
る
。

か
く
し
て
組
合
の
倉
庫
に
納
入
さ
れ
た
小
作

米
は
、
之
を
共
同
販
一
買
に
付
し
て
地
主
に
計
算
す
る
か
、
若
く
ば
A
H席
詮
山
本
を
以
て
地
主
に
計
算
を
在
す
。
組
合
は
耕
地
管
理
の
経
‘

貨
に
占
允
営
す
る
た
め
手
数
料
と
し
て
、

土
地
提
供
組
合
白
た
る
地
主
よ
り
利
用
料
一
石
に
つ
き
一
升
乃
至
三
升
(
多
〈
は
一
升
)
を
年

々
徴
牧
ず
る
が
、
利
用
符
た
る
小
作
宥
よ
り
は
一
般
に
之
を
徴
収
し
な
い
。

豆
、
備
凶
積
立

乙
の
種
の
土
地
利
用
組
合
で
は
組
合
員
た
る
地
主
と
小
作
人
と
の
融
和
を
闘
る
た
め
、
山
組
合
員
た
る
地
主
及

ぴ
耕
作
符
よ
り
年
々
一
徴
牧
ず
る
組
合
手
数
料
の
徐
利
(
総
費
支
緋
後
)
を
年
々
積
立
一
-
一
る
か
、
閉
ま
た
は
組
合
員
売
る
地
主
及
び
耕
作

者
よ
り
別
に
利
用
料
一
石
に
つ
き
夫
々
一
升
乃
命
令
一
一
升
を
何
年
徴
牧
し
て
之
を
積
立
て
る
か
.
矧
若
し
〈
ば
共
他
の
方
法
で
一
定
の

的
立
金
を
な
し
、

凶
作
に
備
へ
る
組
合
が
多
い
。

、
、
、

心
人
除
組
合
で
法
、

土
地
を
陀
併
せ
る
明
治
川
九
階
命
制
よ
U

委
託
作
却
費
2
し
て
年
初
一
一
千
側
、

q
j
L
I
虫
記
巨
川
町
L
-

一
亡
「
抗
一
「
司
、
寸

下
↑

F
d
f
紹ぃ
r
昨
ト
五
十
自

c

-

5

4

省

一

二

R
U

壬
百

三
千
闘
を
捜
凶
の
如
何
に
拘
ら
ず
牧
受
し
、
之
を
組
合
員
の
枇
島
町
梅
設
費
と
し
て
周
ゐ
る
。
組
合
員
た
る
耕
作
者
は
年
額
六
闘
(
秋
一
回
)
及
び
牛
乳

販
買
代
金
の
一
一
割
を
姐
制
貯
金
し
、
凶
作
文
は
組
合
員
家
族
の
疾
病
の
際
に
抑
庚
さ
る
Q

、
、
、
、
.

∞
五
戸
組
合
で
は
備
荒
積
立
と
し
て
組
合
員
よ
り
任
意
貯
金
を
な
さ
し
め
円
J
L

あ
る
。

市
州
中
津
組
合
で
は
備
凶
積
立
を
な
さ
ざ
る
も
之
に
準
ず
る
も
の
'
と
し
て
日
掛
貯
金
を
励
行
す
。

仙
問
熊
坂
組
合
で
は
土
地
提
供
地
主
よ
り
州
H

理
手
数
料
と
し
て
利
問
料
の
百
分
の
五
、
用
水
及
び
火
番
そ
の
他
農
事
奨
励
費
と
し
て
利
用
料
の
百
分

の
三
を
牧
受
し
、
こ
れ
よ
同
リ
管
理
費
を
控
除
せ
る
残
額
を
備
凶
積
立
と
す
。

同
日
高
組
合
で
は
利
用
料
一
石
に
勺
き
耕
地
提
供
者
よ
り
玄
米
一
升
五
合
乃
至
二
升
、
耕
作
者
よ
り
一
升
を
提
供
せ

L
め
之
を
積
立
て
、
平
年
作

よ
り
二
割
以
上
減
牧
の
際
に
は
、
委
員
舎
の
決
議
に
よ
り
、
利
用
料
額
に
謄
ビ
小
作
人
に
配
分
ナ
。
こ
の
積
立
米
の
配
分
を
受
け
ヂ
し
て
契
約
期
間

の
満
了
せ
る
場
合
に
は
、
常
時
の
小
作
人
に
之
を
配
分
す
。

産
業
組
合
の
耕
地
管
理

C 
五
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間
岡
府
組
合
で
は
耕
地
提
供
者
及
び
利
用
者
双
方
よ
り
利
用
料
一
石
に
つ
き
夫
々
玄
米
二
井
宛
徴
枚
し
之
を
積
立
で
、
平
年
作
に
比
し
二
割
以
上

減
収
の
場
合
に
、
利
用
料
額
に
肱
ピ
利
用
者
に
配
常
す
Q

契
約
満
了
に
際
し
て
は
常
時
の
利
用
者
に
交
付
す
Q

の
三
方
組
合
で
は
利
用
料
一
石
に
付
耕
地
誌
供
者
よ
り
玄
米
二
升
、
耕
作
者
よ
り
一
升
を
徴
牧
し
、
之
を
組
合
経
費
に
充
常
し
、
そ
の
残
額
を
備

凶
積
立
と
な
し
、
既
惑
の
凶
作
の
場
合
に
於
け
る
耕
作
者
に
到
す
る
補
償
に
あ
り
。
本
組
合
で
は
組
合
員
た
る
自
作
曲
岐
に
し
て
組
合
が
僚
に
決
定
せ

る
利
用
料
一
石
に
付
一
升
五
合
を
納
付
す
る
者
に
到
し
て
は
、
自
作
地
の
牧
世
が
こ
の
利
用
料
に
そ
の
四
割
を
加
へ
た
る
額
よ
旬
も
中
い
時
は
其
の

長
仰
を
組
令
よ
"
補
償
す
、

m
L
4
山
知
は
六
斗

hp
脳
ゆ
品
止
符
な
い
。

、
、
、
、

此
同
小
腕
粧
品
川
で
は
オ
地
提
供
者
よ
り
利
川
料
一
石
に
刊
玄
米
一
一
-
升
を
徴
軟
し
て
之
を
品
開
古
て
、

凶
作
の
際
に
は
利
用
者
理
一
時
間
保
護
の
目
的
を
瓜
て

樹
立
額

ω
八
割
以
内
に
於
て
理
事
の
定
め
る
掛
を
利
用
者
に
給
興
す
。

山

w
商
郷
組
合
で
は
利
用
料
一
石
に
つ
き
地
主
よ
り
玄
米
二
升
、
小
作
者
よ
り
一
升
づ
与
を
徴
牧
L
、
備
閥
横
立
と
す
。

ー
、
、
、
、

日
野
外
組
合
で
は
五
ヶ
年
を
一
期
と
し
て
利
用
料
一
石
に
つ
き
土
地
提
供
者
及
び
利
用
者
よ
り
夫
々
玄
米
一
升
づ
与
を
徴
牧
し
、

備
凶
積
立
と

し
、
凶
年
に
際
し
て
は
利
用
者
契
闘
の
目
的
で
積
立
額
の
八
割
以
内
に
於
て
利
用
委
員
内
定
め
る
矧
を
利
刑
者
に
品
川
興
寸
。
積
立
期
間
前

f
に
際
し

て
は
土
地
保
護
奨
励
と
し
て
現
布
の
土
地
利
問
者
に
交
付
す
。

こ
の
種
の
土
地
利
用
組
合
で
は
組
合
が
刺
合
員
売
る
地
主
よ
り
耕
地
を
借
受
け
、
更
に
之
を
組
合
員
た
る
小
作
者
に
賃
貸
す
る
も
の
で
、
そ
の
期

間
は
五
ヶ
年
た
る
揚
合
が
最
も
多
〈
、
之
に
直
ぐ
も
の
は
十
ヶ
年
で
あ
り
、

一
二
ヶ
年
た
る
も
の
が
一
、

こ
る
る
。
併
し
何
れ
も
特
別
の
事
凶
hu
き
限

り
契
約
期
間
満

f
後
も
、

一
般
に
賃
貸
併
契
約
を
更
新
す
る
こ
と
L

し
て
、
耕
作
者
を
保
護
し
て
ゐ
る
。
こ
の
相
場
合
、
組
合
と
土
地
提
供
者
、
組
合

と
土
地
利
用
者
と
の
間
に
賃
貸
借
契
約
説
書
を
と
る
こ
と
を
暫
誼
と
す
る
。

こ
の
契
約
遊
詩
に
は

ω賃
貸
借
期
間
、
同
期
間
満
了
後
の
契
約
更
新
、
的
利
用
地
は
組
合
の
承
諾
を
得
ず
し
て
他
人
に
利
用
せ
し
め
な
い
こ
と
、



州
利
用
料
は
犠
穀
物
検
査
合
格
の
普
通
米
を
以
て
毎
年
十
二
月
二
「
五
日
前
後
占
ま
で
に
納
付
す
る
こ
左
、
但
し
健
等
米
に
は
奨
励
米
を
交
付
す
る
こ

と
、
山
川
災
害
に
よ
る
比
一
種
減
収
の
場
合
に
は
規
程
に
よ
り
減
免
を
な
す
こ
と
等
を
記
載
し
て
ゐ
る
。
更
に
組
合
に
よ
り
、
組
合
封
土
地
利
用
者
の
契

約
議
書
に
は
、
山
川
組
合
の
氷
点
を
得
る
に
あ
ら
ぎ
れ
ば
耕
作
地
に
米
作
以
外
的
夏
作
を
栽
地
せ
ざ
る
こ
と
、
間
米
作
以
外
の
夏
作
を
な
し
た
る
と
き

は
牧
盆
の
如
何
に
拘
ら
ず
利
用
料
の
全
額
を
納
付
す
る
こ
と
、
均
賃
借
地
は
契
約
期
間
中
と
臨
も
組
合
が
之
を
地
主
に
返
還
す
る
を
要
す
る
か
又
は

利
用
者
の
利
用
が
不
都
合
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
其
年
二
月
十
日
迄
に
巾
肉
あ
れ
ば
兵
議
な
〈
無
償
で
返
泣
す
る
こ
と
等
を
記
載
し
て
ゐ
る
。

地
主
及
び
耕
作
者
が
組
合
に
参
加
又
は
脱
退
す
る
こ
と
は
向
肉
で
あ
る
が
、

一
旦
組
合
に
多
加
し
た
地
主
は
、
そ
の
所
有
排
地
を
令
部
組
合
に
提

供
す
べ
き
こ
と
L
た
っ
て
を
り
、
組
合
よ
り
耕
地
を
賃
借
す
る
も
の
は
、
組
合
員
た
る
耕
作
者
に
限
る
こ
と
L

な
っ
て
ゐ
る
。
一
史
に
士
地
利
用
組
合

で
は
、
刊
用
者
よ
り
刊
用
地
返
直
の
申
刊
で
の
あ
っ
た
場
合
に
は
、
組
合
に
於
て
利
用
希
常
者
を
申
問
て
し
品
、
利
川
4
引
の
家
族
員
数
、
耕
作
反
則
、

府
也
む
よ
リ
利
問
地
十
円
で
の
間
降
、
到
占
官
、
収
憩
等
を
多
附
し
て
委
員
舎
で
之
を
決
定
し
、
之
に
よ
っ
て
小
作
料
の
引
上
や
小
作
荻
会
全
主
姉
ふ
こ
と
た

〈
、
各
組
合
員
山
家
族
妙
品
川
員
教
に
陛
7

し
て
博
地
内
迎
。
不
足
の
訓
仰
を
団
っ
て
ゐ
る
。
一
同
~
組
合
で
は
小
作
料
的
統
一
化
世
間
M

町
、
料
品
口
同
域
内
な

ら
ば
何
虞
の
上
地
を
耕
す
も
、
利
-
不
利
の
な
い
こ
と
し
各
組
合
員
の
耕
地
の
交
換
分
九
日
を
園
町
、
各
組
合
員
の
耕
地
を
成
否
ペ
〈
一
ケ
斯
に
築
関

化
し
て
、
生
産
力
の
向

1
に
努
め
て
ゐ
る
。

以
上
に
よ
り
第
三
型
の
土
地
利
用
組
合
に
つ
い
て
概
設
し
た
。

こ
の
組
合
に
於
け
る
小
竹
料
の
改
定

小
作
料
の
減
免
奈
定
、
備

凶
積
立
方
法
、
土
地
賃
貸
借
契
約
の
内
容
等
に
関
し
て
は
、
夏
に
批
判
を
加
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、

と
れ
ら
に
閲
し
て
は
一
切
と
れ
を

他
日
の
機
舎
に
譲
る
乙
と

k
ず
る
。

(
附
記
)

本
稿
司
日
本
県
術
保
興
命
日
第
二
十
一
小
委
員
舎
に
於
げ
る
訓
査
報
告
の
一
部
分
を
銭
す
も
の
で
あ
る
。
こ
、
ゐ
に
調
査
資
料
の
提
供
と
究

地
調
奈
の
同
町
三
を
胤
(
へ
ら
れ
た
各
土
地
利
用
組
合
の
尿
意
に
封
し
深
き
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

産
業
組
合
の
耕
地
管
理

C 
七

この黙に欄 L土地利用組合では定款により「組合員は理事の承請を受〈るにあ
らぎれば組合医域内に於で所有する耕地を組合に提供せずし亡組令員外のも
のに耕作せしめ又は組合外より耕地を借り受け之を耕作することを得ず」と規
定してゐるものが多い。


